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消防士の人たちは、いつ指令が入るか分からない

中、僕たちに分かりやすく丁寧に教えてくださった

ことがうれしかったです。心肺蘇生法や火災想定訓

練などでは、たくさんの励ましやお褒めの言葉をい

ただき、頑張ることができました。 

火災想定訓練では、服もホースも重い中、素早く移

動しなければならないのは大変でした。さらに放水

は、水の威力が予想以上に強く、ホースを二人で持つ

こともままなりませんでした。消火活動は、日々の訓

練の賜物であることがよく分かりました。 

消防士の人たちは手を抜くことなく全力で大きな

声を出し、指示や確認を行っていました。また、動き

も素早かったです。「人の命を守るため」という志を

強く感じました。自分も将来、そんな強い志をもって

仕事をしたいと思いました。 

日々の訓練や準備を怠らない、そんな頼もしい消

防士の人たちが、たくさんの市民の命を守るために

常に見守ってくださっていることを知り、誇りに思

いました。職場体験で貴重な体験ができ、自分自身

の成長につながりました。 

 

日々の訓練はもちろん大事ですが、火災など何かあ

った際に瞬時に対応できるよう、日頃から「片付け・

準備が大事」であることも教えていただきました。そ

の後に、ホースや防火服などの道具の準備や点検を一

緒に丁寧に行いました。日々準備を怠らない消防士の

方々の姿勢から、多くのことを学ぶことができました。 

 

毎朝、元気のよい挨拶と準備体操でスタートします。

しっかり声を出すことができたと思います。 

心肺蘇生法では、「強く、早く、絶え間なく」の言葉

を合言葉に行いました。全ては、人の命を守るため。

真剣に話を聞き、教えていただいたことを実践する中

で、たくさん褒めていただき、よりやる気が出ました。 

火災想定訓練では、通報が入ると素早く防火服に着

替えて移動するので、とても大変でした。防火服を着

るのにも、脱ぐのにも時間がかかりました。消防士の

人たちは、素早く着替え、重い防火服を着たまま、さ

らに重いホースを担いで移動していました。日々厳し

い訓練が必要であることがよく分かりました。 
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今治市菊間町 

生命・身体・財産を災害から守る。 
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今治市西消防署 
   菊間分署 

今治市は、１本部３署（中央・西・北）５分署（東・波方・菊間・

大島・大三島）体制で、地域や住民の安全安心な街づくりのため、

日々努力されています。今回は、菊間分署で職場体験を行いました。 


